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チーム紹介



チーム名「IKKA」

●株式会社NDKCOM 

ITソリューション部システム開発1課

●メンバー

小川、永尾、田中智、長島、田中友

●構成

入社1年目～8年目

●出場の背景

メンバー能力向上を目的

テスト設計の考え方を学ぶ

経験を実務に活かす



テスト概要



テスト概要

● テスト対象
・Warikan：割り勘支援アプリ

● 担当するテスト
・システムテスト

● テストの目的
・リリース版アプリケーションに対し、実機を用いて手動で実施するテスト

      → 用途を満たしているか確認
          テストベースへ改善のフィードバックを行う

● チームの責務
 ・仕様変更・リリースへの迅速な対応
 ・再現性の確保
 ・効率的なアプローチの導入



コンセプト



コンセプト

テストレベルごとの責務の明確化
● テスト活動の工数が小さくなる

● ピンポイント性の確保

・システムテストに焦点を当て無駄を省く

● 保守性の向上



テスト設計



テスト設計プロセスの成果物リスト



テスト設計プロセスの全体像 - PFD -



テスト設計プロセス - テスト要求分析 -



テスト要求分析 - 仕様分析 - 

●テストベース(仕様書)の読み込み

●各々でテストケース(仮)作ってみよう！



テスト要求分析 - QA表 -

●メンバー全員でテストケース(仮)のレビューを実施した。

●仕様書の曖昧・不明確な点をQA表としてまとめた



テスト要求分析 - テスト観点図 -
●テストコンテナ(後続工程)を作成するためにテスト観点をまとめた

●初めに作成したテストケース(仮)をベースに観点を導出

●予選成果物時にはレイアウトが非常に見づらかった



テスト要求分析 - 画面/状態遷移図 -
●テストベースからシステムの全体像を把握し、漏れや矛盾を防止

●後続の工程で使用



テスト要求分析 - ユーザーストーリー -
●ユーザーのニーズを深く理解するためテストベースからユーザーストーリーを作成

●ユーザーストーリーを作成することが初めて（Challenge）

●ユースケースとの差別化ができなかった



テスト設計プロセス - テストアーキテクチャ設計 -



テストアーキテクチャ設計 - FV表 -
●Fの列には目的機能、そしてVの列には目的機能を満たす条件（因子）を記載する表

●ユーザーストーリーテスト（テストコンテナの一部）を導き出すため作成

●ユーザーストーリー、QA表、画面/状態遷移図を使用

●ユーザーストーリーが不十分だった分、修正の余地あり



テストアーキテクチャ設計 - テストコンテナ -
●テスト観点図とFV表を基に作成

●テストコンテナについて無知だったため、調べるところから始めた

●テストレベルごとにコンテナを作成し、システムテストの範囲を明確化（コンセプト）

●FV表の『検証内容V』とテストコンテナやテスト観点図の内容を関連付けることができなかった



テスト設計プロセス - テスト詳細設計 -



テスト詳細設計 - テストケース一覧 -
●テストコンテナ・FV表をもとに、ユーザーが達成したいゴールごとに作成

●テスト技法に同値分割や境界値分析を適用したのはいいが、

別途グラフや図で示しておらず、また、一部漏れがあった



テスト設計プロセス - テスト実装 -



テスト実装 - テストケース実行手順 -

●テストケース一覧から誰が実行しても正確な結果が得られるよう作成

●汎用的かつ、明確で具体的な記述を心がけた



まとめ



まとめ
テストレベルごとの責務を明確化するよう
テスト設計を行った

● テストコンテナで責務を明確化することで実現

テスト活動の工数を小さくできた

ピンポイント性を確保できた

保守性が向上した



反省点

● ドキュメントレイアウト
→ 見る人に対する配慮が不足

● ユーザーストーリーの理解不足
→ ユースケースのような記述となった

(ユースケースでもない)

● 成果物同士の関連付けができなかった
→ FV表とテストコンテナとの関連性

画面/状態遷移図がどこにも関連付けていない

● テスト技法を示していなかった
→ 網羅性が確認しにくく、テストケースも漏れていた



参加した感想

● 実務でテスト設計の経験がない状態からのスタートだったが、
先輩の指導を受け、今後のテストに生かせる貴重な
経験を得られた

● 使用したことのないテスト技法を使用し、
新たな視点でテスト設計を行えた

● JSTQBで学んだ内容を復習するいい機会となった



今後の個人の課題

● 指示どおりに要素を追加するだけでなく
ゼロから一人でテストを設計できるようになる

● テスト設計コンテストで学んだ内容を業務に活用する

● 今回使用した技法だけでなく、他のテスト技法についても
知識を広げていく



ご清聴ありがとうございました
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